
重心が低いほど転倒しにくい（or 転倒する角が大きい）．BとCを入れ替えたときの角

度 𝜃3 > 𝜃4 から 𝑀B > 𝑀C であることが分かる．また，AとCを入れ替えたときの角

度 𝜃3 < 𝜃5 から 𝑀C > 𝑀A であることが分かる．これらを合わせて 𝑀B > 𝑀C > 𝑀A 

であることが分かる． 

物  理  （令和 5 年度）   

※印のある欄は記入してはいけない。 

 

 

 

 

 

 
 
               （計 算 欄）                （解 答 欄） 

   

〔1〕  

(1)  

     

(2)  

   
  

(3)  

 

     

(4)  

      

〔2〕  

(5)  

     

(6)  

    

(7)  

 

   
  

(8)  

〔3〕 
 

(9)  

 

  
 

   

(10)   

  

(11)  

(11) 理由：  
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物理１ 

√
2

2
𝐿𝑀𝑔 sin (𝜋

4
− 𝜃) =

√
2𝐿𝑇 cos (𝜋

4
− 𝜃) 

√
2

2
𝐿 𝑀𝑔

cos 𝜙
sin (𝜋

4
− 𝜃 − 𝜙) =

√
2𝐿𝑇 cos (𝜋

4
− 𝜃) 

𝐻 = ℎ(𝑀A + 3𝑀B + 5𝑀C)
2(𝑀A + 𝑀B + 𝑀C)

 

𝑇 cos (𝜋
4

− 𝜃) 

𝐹 = 𝑀𝑔
cos 𝜙

 

𝜃2 = 𝜋
4

− 𝜙 

𝑁 = 𝑀𝑔 

𝜃1 = 𝜋
4
 

𝑎 = 𝑔 tan 𝜙  または 𝑓 − 𝑇
𝑀

 

tan 𝜃3 = 𝑤(𝑀A + 𝑀B + 𝑀C)
ℎ(𝑀A + 3𝑀B + 5𝑀C)

 

大小関係：𝑀B > 𝑀C > 𝑀A 
※ 三角関数の公式を用いることで上述の解答と

等価であることが示せる解答は正答とする。 



物  理  （令和 5 年度）   

※印のある欄は記入してはいけない。 

 

 

 

 

 

 
 
               （計 算 欄）                （解 答 欄） 

   

〔1〕  

(1)  

     

(2) 

    

(3)  

    

(4) 
  

   
 

(5) 

   

 
 

                              

                              

                              

                              

                              
   

〔2〕  

(7) 
  

    

(8)    

   

 

(9)  

    

(10)  

    

(11) 4 

   
 

  

(6)理由： 

受験番号 第      号 

※ 

（解答用紙） 52 

物理２ 

二種類の誘電体の幅が非常に小さい場合，それらの誘電体中の電場の大きさが非常に大きくなる。

そうなると，それらの誘電体中の電子が非常に強い力で分極されることになり，原子核の束縛から

離れた電子は自由電子となって電流の担い手となる。その結果，自由電子を有する金属板を含む極

板間に電流が流れることになる。（147 字） 

𝐶 = 𝜀1𝜀2𝜀3

𝜀2𝜀3𝑑1 + 𝜀1𝜀3𝑑2 + 𝜀1𝜀2𝑑3

𝑆 

𝐸1 = 𝜀2𝜀3

𝜀2𝜀3𝑑1 + 𝜀1𝜀3𝑑2 + 𝜀1𝜀2𝑑3
𝑉 

𝑈 = 𝜀1𝜀2𝜀3

𝜀2𝜀3𝑑1 + 𝜀1𝜀3𝑑2 + 𝜀1𝜀2𝑑3

𝑆𝑉 2

2
 

𝐸1
′ = 𝜀3

𝜀3𝑑1 + 𝜀1𝑑3
𝑉 𝑄′ = 𝜀1𝜀3

𝜀3𝑑1 + 𝜀1𝑑3
𝑆𝑉 

𝐸1 = 𝑄
𝜀𝑆

 𝐸2 = 2𝑄
(𝜀0 + 𝜀)𝑆

 

𝑄R1 = −
𝑄
2
 𝑄R2 = 𝜀

𝜀0 + 𝜀
𝑄 

𝑄 = 2𝜀0𝜀(𝜀0 + 𝜀)
(𝜀0 + 𝜀)2 + 4𝜀0𝜀

𝑆𝑉
𝑑

 

① 

① 



物  理  （令和 5 年度）   

※印のある欄は記入してはいけない。 

 

 

 

 

 
 

 
               （計 算 欄）                （解 答 欄） 

  

〔1〕 
 

(1) 

   

(2) 

(ア) 

π 
(イ) 

0 
   

(3) 

  

〔2〕  

(4)  

  

 

(5)  

 
〔3〕 
 

(6)  

 

(7)  

  (8)  𝑇MS＜𝑇S 
問(7)の液体の高さを増やしている場合に比

べ，単位時間当たりの光路長の変化が大きく

なるため，𝑇MS＜𝑇Sとなる。  
別解 

問(7)と同じように𝑇MSを求めると 

問(7)と比較すると（𝑇MSの分母が大きい）， 
𝑇MS＜𝑇S となる。 
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物理３ 

𝑐
𝑛2

 

𝑑 = 𝑚𝜆
2𝑛2

 

𝑃M = 𝑃0 + 2𝛥𝑥M 

𝑇M = 𝜆
2𝑣M

 

𝑃S = 𝑃0 − 2(𝑛1 − 1)𝛥ℎS 

𝑇S = 𝜆
2(𝑛1 − 1)𝑣S

 

2𝑣M𝑇MS + 2(𝑛1 − 1)𝑣S𝑇MS = 𝜆 

𝑇MS =
𝜆

2𝑣M + 2(𝑛1 − 1)𝑣S
 


